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翻
刻
『
松
ヶ
丘
山
﨑
家
略
譜
稿
本
』
⑫ 

＝
千
三
郎
の
事
績
＝ 

〔
※
文
中
の
■
は
読
め
な
か
っ
た
文
字
で
す
。
〕 

チ 
第
八
世
山
﨑
千
三
郎
君
事
蹟 

 

第
八
世
千
三
郎
君
は
第
六
世
万
右
衛
門
君
の
三
男
と
し
て
、
安
政
二
年
三
月

十
七
日
南
西
郷
松
ヶ
丘
の
邸
に
生
れ
、
先
代
徳
次
郎
君
の
異
母
弟
た
り
。
明
治

三
年
四
月
徳
次
郎
君
の
隠
居
に
依
り
後
を
承
け
て
戸
主
と
な
る
。
若
く
し
て
心

を
公
益
に
注
き
、
就
中
社
会
教
育
と
交
通
運
輸
機
関
の
不
備
を
慨
き
、
之
か
改

善
発
達
の
為
に
は
資
財
を
惜
ま
す
、
明
治
十
九
年
東
海
道
鉄
道
布
設
の
発
案
さ

る
ゝ
や
、
其
の
通
過
地
域
の
内
容
静
岡
浜
松
間
は
海
岸
に
沿
ふ
て
建
設
せ
ら
れ

ん
と
す
る
の
風
聞
を
探
知
し
、
河
井
重
蔵
氏
と
共
に
謀
り
国
道
に
沿
ふ
て
布
設

せ
ら
る
へ
き
運
動
を
起
し
遂
に
成
功
し
た
り
。
又
当
時
掛
川
森
両
町
間
の
道
路

険
悪
な
る
を
憂
ひ
、
之
か
改
築
を
計
画
し
巨
費
を
投
し
て
私
設
道
路
を
造
り
、 

明
治
二
十
三
年
三
月
起
工
、
同
二
十
五
年
十
二
月
を
以
て
竣
功
し
、
更
に
此
の

改
良
道
路
を
利
用
し
て
馬
車
鉄
道
を
布
設
せ
ん
と
し
、
明
治
廿
六
年
十
一
月
其

の
手
続
に
及
ひ
た
り
し
か
、
尚
之
に
甘
ん
す
る
こ
と
能
は
す
し
て
、
明
治
二
十

八
年
十
二
月
掛
川
二
俣
間
鉄
道
経
営
を
計
画
し
、
或
は
大
井
川
疎
水
事
業
を
計

画
す
る
等
、
巨
万
の
資
を
投
し
た
る
こ
と
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
。
以
下
遂
次
前
記

の
手
続
書
等
を
摘
録
し
て
同
君
か
如
何
に
公
益
に
専
念
せ
し
か
を
後
昆
に
知

ら
せ
し
め
む
と
す
。 

 

当
山
﨑
家
は
文
化
十
年
十
一
月
太
田
候
よ
り
御
用
達
出
精
に
付
苗
字
御
免

の
御
墨
付
を
拝
領
し
、
続
て
安
政
五
年
十
二
月
第
七
代
徳
次
郎
君
相
続
の
際

先
代
に
賜
は
り
た
る
扶
持
米
廿
五
人
口
を
其
の
侭
下
さ
れ
且
つ
苗
字
帯
刀
御

免
あ
り
し
が
、
幕
府
政
権
を
奉
還
す
る
や
、
明
治
三
年
御
布
告
に
依
り
平
民

に
苗
字
を
差
許
さ
れ
た
る
に
よ
り
、
明
治
四
年
正
月
静
岡
藩
庁
よ
り
改
め
て

目
録
を
以
て
羅
紗
羽
織
地
一
を
下
賜
せ
ら
れ
た
り
。 

 

因
に
帯
刀
は
明
治
九
年
三
月
廿
八
日
太
政
官
布
告
第
三
号
を
以
て
禁
示
の

令
仰
出
さ
れ
た
る
也 
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第
二
十
区
戸
長
山
﨑
千
三
郎 

兼
学
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締
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候
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治
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月
廿
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県 

  

山
﨑
千
三
郎 

 

第
三
大
区
壹
小
区
南
西
郷
村
戸
長
申
付
候
事 

明
治
六
年
四
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜 

松 

県 

  
山
﨑
千
三
郎 

 

学
区
取
締
差
免
候
事 

明
治
六
年
六
月
十
三
日 

浜 

松 

県 

  

山
﨑
千
三
郎 

 

佐
野
郡
南
西
郷
村

亀
ノ
甲
村

戸
長
申
付
候
事 

 
 

 
 

明
治
十
二
年
三
月
卅
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

静 

岡 

県 

   

明
治
十
九
年
の
頃
政
府
に
於
て
東
海
道
鉄
道
敷
設
を
発
表
せ
ら
る
ゝ
や
牧

ノ
原
隧
道
の
難
工
事
な
る
を
恐
れ
、
政
府
は
静
岡
浜
松
間
を
焼
津
よ
り
海
岸
に

沿
ふ
て
中
泉
に
出
て
ん
と
す
る
の
設
計
を
為
し
準
備
略
ほ
完
成
愈
々
着
手
せ

ん
と
せ
し
時
、
千
三
郎
君
は
地
方
の
発
達
利
便
を
熱
望
す
る
の
余
り
之
を
黙
視

す
る
に
忍
ひ
す
と
な
し
、
河
井
重
蔵
氏
と
議
り
之
を
国
道
に
沿
ふ
て
敷
設
す
へ
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し
と
の
設
計
変
更
運
動
を
起
し
、
其
の
筋
に
向
て
極
力
陳
情
に
努
め
、
実
地
の

調
査
を
遂
け
て
当
局
に
肉
迫
し
た
る
為
め
、
鉄
道
当
局
大
に
鑑
み
る
所
あ
り
再

測
量
を
為
す
へ
く
意
思
変
更
せ
ら
れ
し
と
見
え
、
十
月
十
七
日
戸
川
深
見
と
云

へ
る
人
の
千
三
郎
君
に
致
せ
る
書
状
中
に
近
日
技
手
測
量
是
は
全
く
御
尽
力

の
結
果
云
々
と
あ
り
。 

 

斯
く
し
て
遂
に
既
定
の
方
針
を
変
更
し
て
願
意
を
採
用
す
る
の
止
む
な
き

に
至
れ
り
。
明
治
二
十
年
五
月
金
原
明
善
翁
よ
り
千
三
郎
君
に
致
せ
し
書
簡

中
に
は
、
既
に
国
道
に
沿
ふ
て
布
設
の
事
に
決
定
せ
る
旨
の
文
言
あ
り
。
其

の
労
苦
想
像
に
難
か
ら
す
。
此
の
事
は
山
崎
覚
次
郎
博
士
著
貨
幣
瑣
話
に
も

鉄
道
小
話
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
る
も
、
其
の
陳
情
の
大
要
を
記
述
す
れ
ば
左

の
如
し
。 

 

東
海
道
鉄
道
線
路
之
儀
ニ
付
上
伸 

東
海
道
鉄
道
敷
設
之
儀
曩
キ
ニ
閣
令
第
二
十
四
号
ヲ
以
テ
公
布
相
成
候
而
ヨ

リ
本
県
民
人
頸
ヲ
延
テ
其
敷
設
ノ
迅
速
ナ
ラ
ン
ヿ
ヲ
希
望
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
蓋

シ
鉄
道
ハ
文
明
開
発
ノ
利
器
ニ
シ
テ
邦
家
進
歩
ノ
開
鍵
タ
リ
之
レ
カ
敷
設
ノ

迅
速
ナ
ラ
ン
ヿ
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
固
ヨ
リ
怪
訝
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
ト
雖
モ
本
県

下
ノ
民
ニ
殊
ニ
之
ニ
着
目
シ
嘱
望
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
何
ソ
ヤ
偏
ニ
敷
設
ノ

沿
道
地
方
ニ
関
係
シ
テ
大
ニ
利
害
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
由
ル
事
ト
被
存
候

某
等
亦
深
ク
着
目
シ
広
ク
属
望
ス
ル
所
ノ
民
人
タ
リ
熟
々
惟
ル
ニ
此
機
会
タ

ル
千
載
ノ
一
時
沿
道
地
方
将
来
ニ
盛
衰
浮
沈
ヲ
来
ス
所
以
ノ
モ
ノ
尽
ク
収
メ

テ
今
日
ノ
機
会
ニ
在
リ
沿
道
地
方
民
人
タ
ル
者
徒
ラ
ニ
収
手
傍
観
ス
ヘ
キ
ノ

時
勢
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
宜
シ
ク
其
ノ
利
害
ヲ
討
究
シ
上
ハ
以
テ
当
路
者
参
考
ノ

万
一
ニ
得
ン
下
ハ
以
テ
吾
人
民
人
ノ
幸
福
ヲ
全
フ
セ
サ
ル
可
ラ
ス
某
等
茲
ニ

東
海
道
鉄
道
敷
設
線
路
ノ
儀
ニ
付
考
慮
ヲ
運
ス
ニ
是
レ
誠
ニ
至
重
至
大
ノ
事

件
ニ
シ
テ
必
ス
ヤ
其
利
害
ヲ
討
究
シ
上
ハ
以
テ
当
路
者
参
考
ノ
万
一
ニ
供
シ

下
ハ
以
テ
吾
人
民
人
ノ
幸
福
ヲ
全
フ
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
者
ナ
ル
ヘ
ク
ト
被
存

候 

曩
者
閣
令
東
海
道
鉄
道
ノ
敷
設
ヲ
天
下
ニ
示
シ
テ
未
タ
鉄
道
線
路
ノ
方

向
ヲ
公
ニ
セ
ズ
思
フ
ニ
夫
レ
予
ノ
実
践
調
査
セ
ラ
レ
タ
ル
処
ア
ル
ナ
ラ
ン
思

フ
ニ
夫
レ
深
思
熟
慮
沿
道
地
方
ノ
利
害
ヲ
討
究
セ
ラ
レ
タ
ル
ヿ
ア
ル
ナ
ラ
ン
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某
等
謹
而
惟
ル
ニ
駿
河
国
静
岡
宿
ヨ
リ
遠
江
国
浜
松
宿
ニ
至
ル
ノ
地
方
ニ
於

テ
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
従
来
ノ
街
道
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
之
ヲ
達
ス

ル
ノ
方
法
ア
ル
ハ
申
ス
ニ
不
及
或
ハ
又
南
海
岸
ニ
出
テ
海
洋
ニ
沿
フ
テ
之
ヲ

成
ス
ノ
手
段
モ
亦
無
之
ニ
非
サ
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
其
ノ
之
ヲ
街
道
宿
駅
筋
ニ
由

リ
テ
達
ス
ル
ト
又
之
ヲ
南
洋
海
岸
筋
ニ
随
テ
通
ス
ル
ト
ノ
二
者
ヲ
比
較
候
時

ハ
沿
道
地
方
民
人
ノ
利
害
得
失
否
安
危
休
戚
ニ
関
係
ス
ル
ヿ
誠
ニ
至
重
至
大

ナ
ル
ヘ
ク
ト
勘
考
仕
候
仍
リ
テ
某
等
頃
日
会
同
評
議
仕
候
処
某
等
管
見
ノ
在

ル
処
ヲ
以
テ
セ
ン
ニ
ハ 

従
来
ノ
東
海
道
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
ヿ
ハ
沿
道
地
方
民
人

ニ
取
リ
テ
大
利
益
タ
ル
ハ
申
ス
迠
モ
ナ
ク
兼
而
又
東
海
道
鉄
道
敷
設
ノ
趣

旨
ニ
協
ヒ
東
海
道
将
来
ノ
経
済
ニ
得
ル
所
ア
リ
而
シ
テ
国
家
行
政
上
ノ
都

合
ニ
便
利
ヲ
享
ク
ル
所
ハ
誠
ニ
言
語
ニ
尽
シ
難
キ
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ 

ト
奉
存
候
試
ミ
ニ
之
カ
理
由
ヲ
開
陳
仕
某
等
ノ
意
見
ヲ
上
申
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ

ン
ト
ス 

第
一 

東
海
道
鉄
道
ヲ
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
通
ス
ル
ト
キ
ハ
沿
道
地
方
民
人
ノ

大
利
益
タ
ル
ヘ
キ
ヤ
疑
ヲ
容
レ
ス
蓋
シ
駿
州
藤
枝
同
島
田
遠
州
金
谷
同
日
坂

同
掛
川
同
袋
井
同
見
付
等
ノ
各
宿
駅
が
今
日
其
ノ
地
位
ヲ
保
チ
得
ル
所
以
ヲ

観
察
ス
ル
ニ
何
レ
モ
其
ノ
地
方
ニ
於
テ
著
名
ナ
ル
物
産
工
業
等
ア
ル
ガ
故
ニ

非
ス
シ
テ
従
来
ノ
街
道
宿
駅
タ
ル
ノ
余
沢
ヲ
受
ケ
物
産
運
輸
ノ
中
心
人
間
往

来
ノ
伝
舎
タ
ル
ニ
是
レ
由
ル
モ
ノ
ナ
リ
去
レ
バ
今
般
敷
設
サ
ル
ヘ
キ
鉄
道
線

路
ニ
シ
テ
此
等
各
宿
駅
ヲ
経
過
セ
ズ
ト
セ
ン
乎
物
産
ノ
運
輸
モ
最
早
之
ヲ
中

心
ト
頼
マ
サ
ル
ヘ
ク
人
間
ノ
往
来
モ
最
早
之
ヲ
伝
舍
ト
ハ
認
メ
サ
ル
ニ
至
ラ

ン
取
リ
モ
直
サ
ス
各
宿
駅
カ
今
日
ノ
地
位
ヲ
保
チ
得
ル
所
以
ノ
原
因
ヲ
バ
除

キ
尽
ス
ニ
当
リ
各
宿
駅
ハ
焉
ン
ソ
能
ク
其
ノ
今
日
ノ
地
位
ヲ
保
チ
得
ル
ヿ
ヲ

ナ
サ
ン
哉
忽
チ
ニ
シ
テ
衰
微
ヲ
招
ク
ニ
至
ラ
ン
ヿ
火
ヲ
見
ル
ヨ
リ
モ
尚
明
ラ

カ
ナ
リ
其
有
様
ハ
曽
テ
三
百
諸
侯
ノ
城
下
タ
リ
シ
地
方
ガ
維
新
ノ
一
挙
ニ
繁

華
ノ
原
因
ヲ
除
カ
レ
タ
ル
ガ
為
メ
一
朝
ニ
シ
テ
疲
弊
ノ
状
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
タ

ル
ト
一
般
ナ
ラ
ン
ノ
ミ
但
シ
地
方
ニ
シ
テ
其
固
有
ノ
物
産
工
業
ニ
富
ム
モ
ノ

ア
リ
ト
セ
ハ
則
チ
物
産
工
業
ノ
タ
メ
ニ
従
来
ノ
繁
華
ヲ
維
持
シ
得
ヘ
シ
ト
雖
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モ
之
レ
ナ
キ
ノ
地
方
ニ
在
リ
テ
ハ
何
レ
モ
衰
微
ニ
趣
ク
ノ
外
ハ
ナ
カ
ル
ヘ
シ

然
ル
ニ
今
此
ノ
形
勢
ニ
反
シ
テ
鉄
道
線
路
各
宿
駅
ヲ
経
過
ス
ル
ヿ
ト
セ
ン
乎

則
チ
其
ノ
将
来
ニ
影
響
ス
ル
所
ハ
甚
タ
前
者
ト
異
ル
モ
ノ
ヲ
見
ル
ニ
及
ハ
ン

ト
ス
ル
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
バ
鉄
道
線
路
ニ
シ
テ
各
宿
駅
ヲ
経
過
ス
ル
ヿ
ト
セ
バ

各
宿
駅
ハ
従
来
東
海
道
ノ
街
道
ノ
宿
駅
タ
リ
シ
モ
ノ
ヲ
変
シ
テ
将
来
東
海
道

鉄
道
ノ
宿
駅
ト
ナ
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
依
然
物
産
運
輸
ノ
中
心
タ
リ
依
然
人
間
往

来
ノ
伝
舎
タ
リ
而
シ
テ
此
ノ
物
産
ト
云
ヒ
人
間
ト
云
フ
モ
ノ
啻
ニ
従
来
此
ノ

各
宿
駅
ニ
輻
輳
シ
タ
ル
モ
ノ
ゝ
ミ
ニ
止
マ
ラ
ズ
シ
テ
更
ニ
大
ニ
其
数
ヲ
増
シ

其
境
ヲ
広
ム
ル
ニ
至
ラ
ン
則
チ
従
来
ハ
街
道
近
傍
及
ヒ
街
道
北
方
ニ
当
レ
ル

地
方
ノ
物
産
ト
人
間
ト
ガ
輻
輳
シ
タ
ル
モ
ノ
今
後
ハ
更
ニ
街
道
南
方
ノ
海
岸

各
地
ニ
モ
及
ホ
ス
ヘ
ク
思
ハ
ル
其
所
以
ハ
鉄
道
敷
設
ノ
上
カ
ラ
ハ
其
速
度
ニ

其
賃
銭
ニ
海
運
航
通
ノ
便
利
ヲ
凌
カ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
ヿ
固
ト
ヨ
リ
ナ
ル
ヲ
以

テ
自
カ
ラ
船
運
ノ
廃
タ
レ
テ
鉄
道
ノ
運
搬
之
ニ
代
フ
ル
ノ
勢
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
以

テ
南
海
岸
各
地
ヤ
亦
此
ノ
形
勢
ニ
刺
衝
サ
レ
次
第
ニ
従
来
ノ
街
道
宿
駅
筋
ヲ

物
産
人
間
ノ
輻
輳
場
ト
頼
ム
ニ
至
ル
ヘ
キ
ナ
リ
如
此
ニ
シ
テ
各
宿
駅
ノ
繁
盛

ハ
以
前
ニ
倍
シ
テ
活
発
ナ
ル
ヿ
ト
思
ハ
ル
某
等
惟
ル
ニ
本
県
下
ノ
物
産
中
ニ

在
リ
テ
製
茶
、
椎
茸
、
綿
、
米
穀
其
他
著
名
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
ト
シ
テ
藤
枝
ヨ
リ

見
附
ニ
至
ル
ノ
間
各
宿
駅
ノ
南
北
ニ
生
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ヲ
以
テ
此
等
各
宿
駅

ノ
盛
衰
ハ
取
リ
モ
直
サ
ス
我
カ
静
岡
県
下
全
体
ノ
盛
衰
ナ
リ
各
宿
駅
ヲ
シ
テ

従
来
ノ
位
地
ヲ
保
タ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
進
ン
テ
其
繁
盛
ヲ
倍
ス
ル
ニ
至
ラ

シ
メ
ン
ニ
ハ
是
レ
則
チ
静
岡
全
県
ノ
大
利
益
ナ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
得
ス
且
ツ
各

宿
駅
ヲ
一
個
々
々
ニ
取
リ
テ
之
ヲ
観
察
セ
ハ
或
ハ
一
小
村
落
タ
リ
ト
ナ
シ
テ

省
ミ
サ
ル
者
モ
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
藤
枝
島
田
金
谷
日
坂
掛
川
袋
井
見
附
ノ
七

宿
駅
ヲ
合
シ
テ
之
ヲ
算
セ
ン
乎
則
チ
戸
数
一
万
ヲ
出
テ
人
口
五
万
ニ
上
リ
之

ヲ
静
岡
宿
ニ
比
ス
ル
ニ
勝
ル
ヿ
ア
リ
テ
譲
ル
ヿ
ア
ラ
サ
ル
ノ
一
大
都
会
タ
リ

東
海
道
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
ニ
際
シ
焉
ン
ソ
此
ノ
一
大
都
会
ヲ
度
外
ニ
視
ル
ヿ

ノ
ア
ル
ヘ
キ
哉
某
等
誠
ニ
沿
道
地
方
ノ
利
益
ハ
之
ヲ
忽
諸
ニ
附
シ
去
ル
ヘ
キ

モ
ノ
ニ
非
サ
ル
ヲ
知
ル
矣 

第
二 

東
海
道
鉄
道
ヲ
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
通
ス
ル
ト
キ
ハ
東
海
道
鉄
道
敷
設

ノ
本
旨
ニ
協
フ
ヘ
キ
ヤ
疑
ヲ
容
レ
ス
某
等
謹
テ
閣
令
第
二
十
四
号
別
紙
甲
号
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ニ
於
テ
鉄
道
局
長
ノ
具
状
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
視
ル
ニ
曰
ヘ
ル
ア
ル
抑
モ
中

仙
道
ニ
鉄
道
ヲ
布
設
セ
ン
ト
欲
ス
ル
目
的
ハ
蓋
シ
主
義
ノ
大
ナ
ル
者
ア
ラ
ン

乎
然
ト
モ
先
ツ
東
京
ト
京
坂
間
ト
ノ
連
絡
ヲ
通
ス
ル
ニ
在
リ
而
シ
テ
沿
道
従

来
偏
僻
ノ
地
ニ
運
輸
ノ
便
ヲ
与
ヘ
兼
ネ
テ
荒
蕪
ヲ
墾
キ
物
産
ヲ
繁
殖
セ
ン
ト

ス
ル
ニ
在
リ
今
測
量
ノ
実
績
ニ
由
リ
之
ヲ
熟
考
ス
ル
ニ
線
路
ノ
経
由
ス
ル
所

山
腹
ヲ
洞
シ
テ
行
ク
ニ
非
サ
レ
ハ
必
ス
窮
谷
ニ
沿
フ
テ
走
ル
之
ヲ
概
言
ス
レ

バ
全
部
隧
道
ト
称
ス
ル
モ
亦
可
ナ
リ
加
旃
其
土
地
タ
タ
ル
磽
确
不
毛
ニ
シ
テ

到
処
究
郷
僻
邑
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
ク
接
近
ノ
村
落
ニ
タ
モ
相
往
来
交
通
ス
ル
ノ

便
少
ク
地
形
ノ
険
工
事
ノ
難
固
ト
ヨ
リ
避
ケ
サ
ル
所
ナ
リ
ト
雖
モ
莫
大
ノ
巨

額
ヲ
費
シ
テ
之
ヲ
経
営
ス
ル
モ
竟
ニ
徒
労
ニ
帰
シ
曽
テ
其
功
用
ヲ
見
ス
併
セ

テ
鉄
道
ノ
価
格
ヲ
失
フ
之
ヲ
譬
フ
ル
ニ
聾
者
ニ
鐘
鼓
ヲ
与
ヘ
躄
者
ニ
利
器
ヲ

貸
ス
ト
異
ル
ヿ
ナ
シ
況
ン
ヤ
殖
産
開
墾
ノ
業
固
ヨ
リ
言
ヲ
待
タ
サ
ル
所
ナ
リ

云
々
具
情
富
ノ
要
ヲ
摘
ム
テ
之
ヲ
云
ヘ
ハ
中
山
道
鉄
道
ノ
本
旨
タ
ル
一
ニ
ハ

則
チ
東
西
両
京
間
ノ
連
絡
ヲ
計
リ
一
ニ
ハ
則
チ
沿
道
地
方
ノ
開
発
ヲ
計
ル
ニ

在
リ
而
シ
テ
中
山
道
ノ
線
路
タ
ル
或
ハ
則
チ
険
峻
崎
嶇
或
ハ
則
チ
沿
道
荒
蕪

二
者
共
ニ
其
ノ
目
的
ヲ
達
ス
可
ラ
サ
ル
ニ
由
リ
之
ヲ
東
海
道
ニ
改
移
セ
ラ
レ

タ
ル
ヿ
ト
思
ハ
ル
然
レ
ハ
則
チ
東
西
連
絡
ト
沿
道
開
発
ト
ハ
東
海
道
鉄
道
敷

設
ノ
本
旨
中
ニ
在
リ
テ
二
者
相
須
チ
双
輪
双
翼
相
離
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
ナ
リ
今

夫
レ
東
海
道
鉄
道
ノ
工
事
ヲ
起
ス
ニ
当
リ
東
西
ノ
連
絡
ヲ
迅
速
ニ
達
セ
ン
ガ

為
メ
ニ
ハ
線
路
常
ニ
険
峻
ヲ
避
ク
ヘ
キ
ハ
固
ト
ヨ
リ
言
ヲ
待
タ
サ
ル
所
ナ
リ

ト
雖
モ
只
管
線
路
ノ
平
易
ヲ
計
リ
テ
絶
エ
テ
沿
道
地
方
ノ
開
発
ヲ
慮
ラ
サ
ル

ト
キ
ハ
誠
ニ
中
山
道
ヲ
避
ケ
テ
東
海
道
ニ
移
シ
タ
ル
主
旨
中
既
ニ
業
ニ
其
ノ

二
分
ノ
一
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ヘ
シ
今
夫
レ
静
岡
宿
ヨ
リ
浜
松
宿
ニ
達
ス
ル
ノ
線

路
ヲ
取
リ
テ
之
ヲ
南
海
岸
ニ
敷
設
ス
ル
ヿ
ト
セ
ン
乎
仮
令
其
道
路
ハ
平
易
ニ

シ
テ
工
事
ハ
容
易
ナ
ル
ヿ
或
人
ノ
説
ク
所
ト
違
フ
ヿ
ナ
シ
ト
ス
ル
モ
之
カ
沿

道
地
方
ノ
景
状
如
何
ヲ
察
ス
ル
ト
キ
ハ
茫
々
タ
ル
原
野
ナ
リ
只
山
腹
ニ
ア
ラ

サ
ル
ノ
ミ
渺
々
タ
ル
砂
漠
ナ
リ
只
窮
谷
ニ
非
サ
ル
ノ
ミ
到
ル
処
窮
郷
僻
邑
ニ

シ
テ
鉄
道
局
長
カ
中
山
道
ヲ
評
言
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
同
一
般
ノ
事
状
ナ
リ
ト
セ

バ
取
リ
モ
直
サ
ズ
東
海
道
鉄
道
敷
設
ノ
本
旨
二
分
ノ
一
ヲ
失
フ
ノ
道
理
ナ
リ

此
ノ
荒
原
ト
砂
漠
ト
ヲ
故
ラ
ニ
経
過
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
其
ノ
之
ヲ
故
ラ
ニ
経
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過
セ
ン
ム
ル
ノ
大
利
益
ナ
カ
ル
可
ラ
ス
而
シ
テ
此
ノ
大
利
益
如
何
ト
観
察
ス

ル
ニ
某
等
ノ
見
ル
処
ニ
テ
ハ
荒
原
ト
砂
漠
ト
ハ
鉄
道
敷
設
ノ
後
数
年
ニ
シ
テ

則
チ
之
ヲ
沃
野
豊
穣
ニ
改
ム
ル
コ
ト
未
タ
達
シ
得
ベ
キ
ニ
非
ス
シ
テ
是
レ
則

チ
大
利
益
ナ
リ
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
知
ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
之
ニ
反
シ
宿

駅
筋
ニ
由
リ
テ
線
路
ヲ
通
ス
ル
ト
キ
ハ
沿
道
地
方
ノ
開
発
駸
々
乎
ト
シ
テ
見

ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヿ
上
段
既
ニ
陳
述
ス
ル
所
ア
リ
タ
ル
カ
如
シ
況
ン
ヤ
且
ツ

南
海
岸
ノ
道
路
未
タ
曽
テ
或
人
ノ
説
ク
カ
如
ク
平
易
ナ
ル
ニ
非
ス
シ
テ
或
人

ノ
頻
リ
ニ
苦
慮
ス
ル
所
ノ
小
夜
中
山
ヲ
通
ス
ル
事
タ
ル
決
シ
テ
絶
無
ノ
望
ニ

非
サ
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
（
後
段
ニ
詳
述
ス
）
故
ニ
曰
ク
東
海
道
鉄
道
ヲ
宿
駅
筋

ニ
由
リ
テ
通
ス
ル
ト
キ
ハ
鉄
道
敷
設
ノ
本
旨
ニ
協
フ
モ
ノ
ナ
リ
ト 

第
三 

東
海
道
鉄
道
ヲ
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
通
ス
ル
ト
キ
ハ
鉄
道
将
来
ノ
経
済

ニ
得
ル
所
ア
ル
ヘ
キ
ヤ
疑
ヲ
容
レ
ス
蓋
シ
惟
ル
ニ
政
府
ノ
東
海
鉄
道
ヲ
敷
設

セ
ラ
ル
ゝ
本
旨
タ
ル
東
西
連
絡
ト
沿
道
開
発
ト
ニ
在
リ
テ
所
謂
公
益
ノ
事
業

タ
リ
ト
雖
モ
鉄
道
ノ
経
済
ト
シ
テ
ハ
得
ル
所
常
ニ
失
フ
所
ヲ
償
ハ
サ
ル
可
ラ

ス
或
ハ
一
時
失
フ
所
ア
リ
ト
モ
将
来
大
ニ
得
ル
所
ナ
カ
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
若

シ
夫
レ
線
路
ヲ
南
海
岸
ニ
取
リ
テ
原
野
砂
漠
ヲ
往
来
ス
ル
ト
キ
ハ
勢
ヒ
常
ニ

乗
客
積
荷
ニ
乏
シ
キ
ノ
車
輌
ヲ
運
転
ス
ル
ノ
有
様
ト
ナ
ラ
ン
乗
客
積
荷
ニ
乏

シ
キ
ノ
車
輌
ヲ
運
転
シ
テ
鉄
道
ノ
経
済
ヲ
永
遠
ニ
維
持
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
抑

モ
亦
難
シ
之
ニ
反
シ
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
線
路
ヲ
通
ス
ル
ヿ
ト
セ
ン
乎
沿
道
ノ

物
産
運
輸
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
地
方
ノ
民
人
往
来
ヲ
急
ク
モ
ノ
陸
続
ト
シ
テ
輻
輳

シ
車
輌
盈
々
常
ニ
容
ル
ゝ
ノ
地
ナ
キ
ニ
苦
シ
ム
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
東
海
道
鉄
道

ノ
経
済
識
者
ヲ
俟
タ
ズ
シ
テ
充
分
ニ
之
ヲ
了
知
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ナ

リ 凡
ソ
長
程
ヲ
通
ス
ル
ノ
鉄
路
ハ
之
ニ
積
荷
ヲ
ナ
シ
乗
込
ヲ
ナ
ス
ノ
客
ヲ
以
テ

鉄
路
ノ
極
端
ヨ
リ
極
端
ニ
趣
ク
者
ト
認
ム
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
必
ス
ヤ
亦
中
間
ノ

駅
程
ヲ
往
復
ス
ル
者
甚
タ
多
シ
殊
ニ
我
藤
枝
ヨ
リ
見
付
ニ
至
ル
ノ
地
方
ハ
啻

ニ
我
カ
静
岡
県
下
ニ
於
テ
物
産
人
口
ノ
繁
盛
ナ
ル
地
方
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実

ニ
東
海
道
全
道
ノ
中
央
タ
リ
此
ノ
宿
駅
ノ
間
ヲ
往
来
ス
ル
客
数
固
ヨ
リ
些
少

ニ
非
サ
ル
ヲ
知
ル 

第
四 

東
海
道
鉄
道
ヲ
宿
駅
筋
ニ
由
リ
テ
通
ス
ル
ヿ
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
政
府
行
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政
ノ
都
合
ニ
於
テ
便
利
ヲ
倍
ス
ヘ
キ
コ
ト
蓋
シ
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
ナ
リ
是
素
ト

ヨ
リ
当
路
者
ノ
夙
ニ
察
知
ス
ル
所
タ
ル
ヲ
信
ス
ト
雖
モ
試
ミ
ニ
某
等
ノ
見
ル

所
ヲ
以
テ
開
陳
セ
ン
ニ
総
ヘ
テ
官
衙
ノ
位
置
ヲ
定
ム
ル
ハ
人
口
稠
密
産
業
繁

盛
ニ
シ
テ
加
フ
ル
ニ
四
通
五
達
ノ
便
ア
リ
テ
社
会
交
通
ノ
中
央
タ
ル
ノ
地
位

ニ
由
ラ
ス
ン
バ
ア
ラ
ス
是
レ
警
察
署
ニ
郡
役
所
ニ
郵
便
局
ニ
教
育
衛
生
其
他

百
般
施
政
ノ
措
置
ヲ
要
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
聚
メ
テ
今
日
ノ
各
宿
駅
ニ
存
在
セ

シ
ム
ル
所
以
ナ
リ
然
リ
而
シ
テ
今
後
鉄
道
ノ
線
路
ハ
宿
駅
ニ
由
ラ
ス
シ
テ
海

岸
ニ
出
ツ
ル
ヿ
ト
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
交
通
往
復
ノ
便
利
ハ
海
岸
ニ
帰
シ
而
シ
テ
人

口
ト
物
産
ト
ハ
依
然
各
宿
駅
ニ
在
リ
行
政
官
衙
ヲ
海
岸
線
路
ニ
由
リ
テ
設
置

セ
ン
乎
則
チ
事
務
ヲ
扱
フ
ニ
便
利
ナ
リ
ト
雖
モ
扱
フ
ヘ
キ
ノ
事
務
殆
ン
ト
之

レ
ナ
カ
ラ
ン
ト
ス
行
政
官
衙
ヲ
各
宿
駅
ニ
設
置
セ
ン
乎
則
チ
扱
フ
ヘ
キ
ノ
事

務
ハ
多
端
ニ
シ
テ
之
ヲ
処
ス
ル
ノ
便
利
ニ
欠
ク
ル
所
ア
リ
是
レ
皆
一
ニ
人
口

物
産
ト
交
通
往
来
ト
ノ
関
係
ヲ
遮
断
シ
タ
ル
ニ
由
リ
テ
生
ス
ル
ノ
結
果
タ
ル

ニ
非
サ
ル
ハ
ナ
シ
今
夫
レ
東
海
道
ノ
鉄
道
ヲ
シ
テ
従
来
ノ
街
道
筋
ヲ
経
過
セ

シ
ム
ル
ヿ
ト
ナ
サ
ン
ニ
ハ
人
口
物
産
ト
交
通
往
来
ト
ノ
関
係
ヲ
保
持
シ
テ
行

政
上
ノ
都
合
ヲ
便
利
ヲ
得
ル
ヿ
蓋
シ
至
大
ナ
リ
警
察
ノ
事
務
ヲ
処
ス
ル
郡
区

ノ
民
政
ヲ
断
ス
ル
駅
逓
ノ
通
信
ヲ
保
ス
ル
一
ト
シ
テ
迅
速
ヲ
貴
ハ
サ
ル
ハ
ナ

シ
是
レ
此
ノ
宿
駅
鉄
道
線
路
ハ
諸
般
ノ
事
務
ヲ
挙
ク
ル
ニ
迅
速
ヲ
得
セ
シ
ム

ル
所
以
ニ
シ
テ
政
府
民
人
共
ニ
其
福
利
ニ
頼
ル
ヿ
言
フ
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ

ン
ト
ス
且
ツ
夫
レ
人
口
稠
密
物
産
輻
輳
ノ
都
会
ヲ
連
絡
ス
ル
ニ
迅
速
急
要
ナ

ル
ノ
鉄
道
線
路
ヲ
以
テ
セ
ハ
事
務
ノ
挙
ル
ニ
従
テ
吏
員
ヲ
汰
シ
冗
費
ヲ
節
ス

ル
ヲ
得
ヘ
ク
官
衙
ノ
数
モ
之
ヲ
減
少
シ
テ
不
都
合
ナ
キ
ニ
至
ル
ヘ
シ
其
ノ
行

政
費
用
ノ
減
少
ヲ
致
シ
テ
遂
ニ
国
税
地
方
税
ノ
節
減
ヲ
来
ス
ヿ
夫
レ
幾
何
ソ

ヤ
某
等
又
思
フ
従
来
ノ
東
海
道
ニ
鉄
道
ノ
経
過
セ
サ
ル
ヿ
ト
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
旧

街
道
ハ
之
ヲ
奈
何
ス
ヘ
キ
乎
依
然
之
ヲ
官
道
ト
ナ
シ
置
カ
ン
ニ
ハ
修
理
保
全

ノ
費
用
ハ
鉄
道
線
路
以
外
ニ
要
ス
ル
所
ニ
シ
テ
贅
費
ニ
属
ス
ル
ノ
観
ア
リ
然

レ
バ
ト
テ
費
用
ヲ
吝
ミ
一
朝
ニ
シ
テ
官
道
ヲ
廃
ス
ル
ヿ
ト
セ
ン
乎
沿
道
民
人

ノ
忽
チ
ニ
シ
テ
闇
夜
燈
ヲ
失
フ
ノ
思
ヲ
ナ
ス
ニ
至
ル
ヘ
キ
コ
ト
言
ヲ
待
タ
サ

ル
ナ
リ
若
シ
線
路
ヲ
シ
テ
旧
街
道
ニ
由
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
如
此
ノ
不
便
ハ
忽
チ

ニ
シ
テ
之
ヲ
除
ク
ヿ
ヲ
得
ヘ
キ
ナ
リ
東
海
道
鉄
道
一
タ
ビ
各
宿
駅
ニ
敷
設
ス
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ル
ヿ
ト
ナ
リ
テ
行
政
ノ
都
合
凡
百
ノ
便
利
立
ト
コ
ロ
ニ
挙
ラ
ン 

以
上
ノ
四
要
点
ハ
是
レ
某
等
ノ
東
海
道
鉄
道
線
路
ヲ
シ
テ
各
宿
駅
筋
ニ
出
テ

シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
ノ
理
由
タ
リ
思
フ
ニ
朝
野
活
眼
ノ
士
ハ
夙
ニ
此
点

ニ
関
シ
疑
議
ヲ
抱
ク
者
ア
ル
可
ラ
サ
ル
ヿ
ト
被
存
候
処
或
ル
論
者
ハ
某
等
ノ

希
望
ス
ル
所
ニ
反
シ
静
岡
ヨ
リ
浜
松
ニ
達
ス
ル
ノ
線
路
ヲ
シ
テ
南
海
岸
ニ
出

デ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
由
ニ
御
坐
候
試
ニ
其
言
フ
所
ヲ
承
候
ニ
只
タ
惟
タ
海
岸

ニ
線
路
ヲ
通
ズ
ル
ハ
敷
設
容
易
ニ
シ
テ
宿
駅
筋
ハ
之
ニ
反
ス
ト
ス
ル
ニ
過
キ

ス
依
リ
テ
其
言
果
シ
テ
信
然
ナ
ル
乎
否
ヲ
討
究
仕
候
ニ
某
等
ノ
見
ル
処
ニ
テ

ハ
未
タ
曽
テ
斯
ク
淡
泊
ナ
ル
断
定
ヲ
下
シ
易
カ
ラ
サ
ル
儀
ト
奉
存
候 

蓋
シ

静
岡
ヲ
発
シ
テ
西
上
ス
ル
ノ
旅
客
眸
ヲ
定
メ
テ
前
程
ヲ
看
渡
セ
ハ
即
チ
宇
都

ノ
谷
及
小
夜
中
山
ノ
険
峻
ヲ
見
テ
先
ツ
歓
声
ヲ
発
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
而
シ
テ
転

シ
テ
路
ヲ
海
岸
ニ
取
ル
ト
キ
ハ
茅
跬
履
之
破
ル
所
皆
之
レ
平
易
ノ
坦
道
ニ
非

サ
ル
ヿ
ナ
キ
ナ
リ
於
是
乎
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
ノ
考
案
ヲ
敷
ク
ニ
当
リ
テ
モ
必

ス
先
ツ
線
路
ヲ
海
岸
ニ
取
ル
ノ
考
案
ヲ
出
ス
モ
ノ
ア
ル
決
シ
テ
怪
ム
ニ
足
ラ

サ
ル
ナ
リ
然
レ
ト
モ
某
等
ハ
思
フ
此
ノ
千
載
ノ
一
時
ニ
会
シ
万
世
ノ
大
計
ヲ

定
メ
ン
ト
ス
ル
者
焉
ン
ゾ
亦
如
此
キ
速
了
ノ
断
定
ヲ
ナ
シ
テ
止
ム
可
ケ
ン
哉

必
ス
ヤ
須
ラ
ク
沿
道
里
程
ヲ
調
査
シ
之
ヲ
鉄
道
敷
設
ノ
常
則
ニ
照
シ
テ
其
ノ

何
レ
ノ
道
路
カ
果
シ
テ
工
事
ヲ
起
ス
ニ
便
利
ナ
ル
乎
ヲ
見
極
ハ
メ
サ
ル
可
ラ

サ
ル
ナ
リ
某
等
素
ト
ヨ
リ
工
事
ノ
学
ニ
暗
ク
鉄
道
ノ
業
ニ
暁
ト
ル
所
ア
ラ
ズ

鉄
道
線
路
ノ
敷
設
ニ
関
シ
テ
如
何
ナ
ル
測
量
ヲ
ナ
シ
果
シ
テ
有
益
ナ
ル
結
果

ヲ
得
ヘ
キ
哉
ハ
了
知
ス
ル
所
ニ
非
サ
レ
ト
モ
凡
俗
ノ
平
眼
ヲ
以
テ
之
ヲ
看
ル

ト
キ
ハ
海
岸
道
路
決
シ
テ
論
者
ノ
言
フ
カ
如
ク
平
易
ナ
ル
ニ
非
ズ
シ
テ
宇
都

ノ
谷
ト
小
夜
中
山
ト
ハ
多
少
之
ヲ
避
ク
ル
ノ
工
夫
之
ナ
シ
ト
ス
可
ラ
サ
ル
ニ

似
タ
リ
先
ツ
海
岸
沿
道
ノ
困
難
ヲ
具
陳
セ
ン
ニ
石
部
村
ヨ
リ
浜
当
目
村
ニ
至

ル
ノ
間
ハ
有
名
ナ
ル
大
崩
ノ
険
峻
ニ
シ
テ
千
層
ノ
絶
壁
嵯
峨
ト
シ
テ
万
頃
ノ

茫
洋
ニ
臨
ム
此
ノ
嵯
峨
タ
ル
絶
壁
ハ
概
ネ
是
レ
石
灰
石
ニ
シ
テ
猛
風
一
陣
暴

雨
ヲ
吹
キ
来
タ
ル
ト
キ
ハ
則
チ
非
常
ノ
圧
力
ヲ
以
テ
崩
壊
ス
之
ニ
沿
フ
テ
鉄

道
ヲ
敷
設
ス
ル
ヿ
容
易
ノ
業
ニ
ハ
非
サ
ル
ヘ
シ
浜
当
目
ヨ
リ
城
之
越
ヲ
経
且

ツ
川
尻
ヨ
リ
相
良
ニ
至
ル
ノ
途
上
ハ
皆
是
砂
礫
ヲ
以
テ
充
タ
シ
相
良
ヨ
リ
横

須
賀
ニ
出
ツ
ル
ノ
道
路
ハ
概
ネ
是
レ
砂
漠
ニ
沿
ヒ
敷
設
ノ
際
ニ
困
難
ヲ
覚
フ
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ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
シ
テ
敷
設
ノ
後
動
モ
ス
レ
バ
風
伯
ノ
襲
来
ニ
遭
ヒ
砂
塵
ノ
擾

ス
所
ト
ナ
リ
テ
線
路
ノ
保
存
モ
亦
頗
ル
苦
シ
ム
モ
ノ
ア
ル
ヘ
キ
ナ
リ
而
シ
テ

此
ノ
沿
道
中
大
井
河
ノ
水
幅
之
ヲ
某
等
ガ
後
段
ニ
詳
述
ス
ル
所
ノ
線
路
ニ
比

ス
レ
バ
殆
ン
ト
百
間
ヲ
倍
ス
ニ
至
ル
ヘ
ク
架
渡
ノ
費
用
誠
ニ
些
小
ニ
非
サ
ル

ナ
リ
是
レ
尚
之
ヲ
措
ク
ト
ス
ル
モ
横
須
賀
ヨ
リ
西
シ
テ
中
泉
或
ハ
掛
塚
ニ
至

ル
ノ
途
上
ハ
盡
ク
是
レ
泥
土
ニ
非
サ
ル
ハ
ナ
シ
就
中
浅
羽
悪
水
ノ
地
方
ハ
盡

ク
沼
沢
タ
リ
地
底
ハ
盡
ク
葭
菰
ニ
シ
テ
其
質
ハ
馬
糞
ノ
如
シ
試
ミ
ニ
手
ヲ
放

テ
之
ヲ
振
ヘ
ハ
揺
々
十
四
五
間
ニ
響
応
ス
且
又
今
之
浦
水
面
ト
福
田
海
岸
ノ

塩
田
ト
ハ
水
準
高
数
ヲ
同
フ
ス
ル
ヲ
以
テ
怒
涛
烈
シ
キ
ト
キ
ハ
逆
浪
深
ク
入

リ
テ
一
面
水
波
漲
ラ
ズ
ト
云
フ
ヿ
ナ
シ
之
ヲ
防
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
ヤ
巨

大
ノ
堤
防
ヲ
築
カ
サ
ル
可
ラ
ズ
而
シ
テ
巨
大
ノ
堤
防
ヲ
築
カ
ン
乎
霖
雨
洪
水

ヲ
洩
ス
ニ
当
リ
テ
ハ
堤
防
以
北
ハ
遁
ル
ゝ
ニ
由
ナ
キ
ノ
水
害
ヲ
受
ク
ル
ニ
至

ラ
ン
ト
ス
某
等
之
ヲ
思
フ
ニ
悚
然
ト
シ
テ
震
恐
ス
ル
所
ナ
ク
ン
バ
ア
ラ
サ
ル

ナ
リ
依
是
観
之
海
岸
ニ
線
路
ヲ
敷
設
ス
ル
ヿ
盖
シ
容
易
ノ
業
ニ
非
ス
ト
云
テ

不
可
ナ
カ
ル
ヘ
シ 

然
リ
而
シ
テ
宇
都
ノ
谷
ト
小
夜
中
山
ト
ハ
到
底
之
ヲ
避
ク
ヘ
キ
ニ
非
サ
ル
乎

某
等
思
フ
ニ
然
ラ
サ
ル
ヘ
シ
請
フ
之
ヲ
陳
述
セ
ン
宇
都
ノ
谷
南
当
目
山
ノ
北

ニ
恰
当
ナ
ル
渓
路
ア
リ
里
俗
ニ
所
謂
蔦
ノ
細
道
是
レ
ナ
リ
宇
都
谷
ノ
東
端
ヨ

リ
此
ノ
渓
路
ニ
沿
ヒ
岡
部
宿
南
端
ヲ
過
キ
藤
枝
宿
ノ
東
端
ニ
出
ル
ヿ
ヲ
得
ヘ

キ
ナ
リ
若
シ
夫
レ
小
夜
中
山
ヲ
通
ス
ル
ノ
便
路
ハ
之
ヲ
求
ム
ル
実
ニ
容
易
ナ

ラ
ス
某
等
百
方
之
ヲ
苦
慮
ス
ル
ヿ
日
ア
リ
頃
日
自
カ
ラ
山
脈
ヲ
跋
渉
シ
テ
実

測
セ
シ
ニ
島
田
宿
ヨ
リ
日
坂
宿
ニ
至
ル
ノ
間
ニ
大
ニ
便
利
ナ
ル
線
路
ノ
程
ヲ

発
見
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
即
チ
島
田
宿
ト
道
悦
島
村
ト
ノ
間
ヨ
リ
白
岩
寺
山
ノ
端

ヲ
過
キ
向
谷
迠
直
径
ニ
線
路
ヲ
通
シ
向
谷
ヨ
リ
大
井
河
ヲ
渡
リ
島
村
堤
防
ノ

央
ニ
出
テ
大
代
川
ヲ
渡
リ
番
生
寺
村
ノ
内
字
天
保
出
シ
ヲ
経
テ
志
戸
呂
村
ノ

内
字
谷
北
ニ
至
ル
ノ
間
ハ
絶
ヘ
テ
山
脈
ア
ル
ヿ
ナ
シ
谷
北
ヨ
リ
西
シ
テ
小
鮒

川
ニ
到
ル
ノ
間
牧
之
原
ヲ
挿
ム
ヿ
凡
ソ
馬
踏
二
十
間
敷
キ
五
丁
計
リ
ノ
道
ヲ

隧
道
ト
ナ
シ
小
鮒
川
ヨ
リ
シ
テ
再
ヒ
豁
路
ヲ
大
鹿
村
ニ
取
リ
道
銭
請
取
所
ノ

裏
ニ
出
テ
弘
道
仙
人
ノ
瀧
ノ
辺
ヨ
リ
馬
背
越
ヲ
穿
ツ
テ
隧
道
ヲ
造
ル
ヿ
凡
ソ

八
丁
ニ
シ
テ
今
日
ノ
車
道
ニ
出
テ
沿
フ
テ
日
坂
宿
ニ
至
ル
ヿ
ト
セ
ハ
沿
道
山
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脈
ノ
隧
道
ヲ
穿
ツ
ヘ
キ
個
処
ハ
僅
々
二
ケ
所
ニ
シ
テ
其
間
数
モ
亦
八
百
間
ニ

上
ラ
ズ
而
シ
テ
此
ノ
沿
道
ノ
里
程
白
岩
寺
山
ヨ
リ
日
坂
宿
ニ
至
ル
マ
テ
凡
ソ

弐
里
半
ナ
リ
思
フ
ニ
若
シ
此
ノ
線
路
ニ
シ
テ
果
シ
テ
予
想
ノ
如
ク
実
行
シ
得

ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
セ
ン
乎
世
人
ノ
疑
難
ハ
忽
チ
ニ
シ
テ
氷
拆
シ
宿
駅
筋
ノ
線

路
敢
テ
巨
大
ノ
困
難
ヲ
冒
サ
ズ
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
歟
是
ヨ
リ
西
多
少
ノ
困
難
ヲ

見
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
ハ
見
附
宿
最
寄
ナ
リ
然
レ
ト
モ
之
ヲ
避
ク
ル
ノ
方
亦
決
シ

テ
得
可
ラ
サ
ル
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
某
等
思
フ
ニ
三
日
野
坂
ノ
右
側
ヨ
リ
桃
山
ニ

傍
フ
テ
磐
田
原
ニ
上
リ
見
附
宿
ノ
裏
ヲ
迂
回
シ
テ
一
言
坂
ニ
出
テ
池
田
村
ヲ

経
テ
天
龍
川
ヲ
渡
ル
コ
ト
ト
ナ
セ
バ
啻
ニ
困
難
ヲ
避
ク
ル
ノ
容
易
ナ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
亦
以
テ
天
龍
河
ノ
水
幅
弐
百
間
ヲ
減
少
ス
ル
ヲ
得
ン
某
等
又
更
ニ
眸

ヲ
翻
シ
テ
広
く
静
岡
宿
ヨ
リ
浜
松
宿
ニ
至
ル
ノ
地
方
ヲ
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
一

大
便
路
ノ
某
等
ノ
前
ニ
現
出
シ
来
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見
ル
ナ
リ
之
ヲ
駿
河
国
大

崩
ヨ
リ
遠
江
国
浜
松
宿
ニ
至
ル
ノ
一
直
線
路
ト
ナ
ス
之
ヲ
細
説
セ
ン
ニ
大
崩

陸
軍
三
角
測
点
可
薬
師
山
三
角
測
点
一
言
坂
三
角
測
点
浜
松
三
角
測
點
等
ヲ

連
貫
ス
ル
ノ
線
路
ニ
シ
テ
途
上
藤
枝
島
田
金
谷
日
坂
掛
川
等
ヲ
距
ル
ヿ
常
ニ

※
空
白
丁
ノ
南
ニ
当
リ
見
附
ヲ
距
ル
ヿ
※
空
白
丁
ノ
北
ニ
在
リ
其
間
金
谷
ヨ

リ
菊
川
村
に
出
ツ
ル
ノ
隧
道
（
凡
ソ
十
二
丁
）
及
ヒ
菊
川
村
ヨ
リ
海
老
名
村

ニ
至
ル
ノ
隧
道
（
凡
ソ
十
丁
）
ヲ
合
シ
テ
二
十
二
丁
計
リ
ノ
開
鑿
事
業
ヲ
除

キ
テ
ハ
道
途
平
坦
絶
ヘ
テ
工
事
ノ
困
難
ヲ
見
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ 

一
種
ノ
反
対
論
者
ハ
言
ヲ
ナ
シ
テ
曰
ク
鉄
道
線
路
ニ
シ
テ
宿
駅
筋
ヲ
通
過
ス

ル
ヿ
ア
ラ
ン
ニ
ハ
旅
店
人
力
車
営
業
ノ
者
ヲ
始
メ
駅
伝
民
人
ハ
挙
ケ
テ
其
職

ヲ
失
フ
ノ
不
幸
ニ
沈
淪
セ
ン
ト
是
抑
モ
管
見
ナ
リ
盖
シ
惟
ル
ニ
邦
国
文
明
ノ

進
歩
ス
ル
ニ
当
リ
某
々
少
数
ノ
営
業
者
ハ
時
々
其
職
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ヿ
亦
止

ム
可
ラ
サ
ル
ノ
数
ナ
リ
鉄
道
敷
設
ア
ル
ニ
際
シ
駅
伝
ノ
民
人
ヤ
盖
シ
多
ク
ハ

其
職
ヲ
失
フ
ノ
不
幸
ニ
陷
ル
ノ
現
状
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
ヿ
某
等
之
ヲ
知
ル

然
レ
ト
モ
試
ニ
思
ヘ
今
日
ノ
東
海
道
ハ
是
レ
封
建
時
代
ノ
遺
物
ナ
リ
到
底
之

ヲ
永
遠
ニ
維
持
シ
得
可
キ
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
然
リ
而
シ
テ
今
日
駅
伝
民
人
ハ
此

ノ
封
建
ノ
遺
物
ニ
頼
リ
テ
其
生
ヲ
保
ツ
者
タ
ル
ヲ
以
テ
到
底
駅
伝
ニ
由
リ
テ

其
ノ
生
活
ヲ
永
遠
ニ
維
持
ス
ル
コ
ト
固
ト
ヨ
リ
難
シ
ト
云
フ
ヘ
シ
然
レ
バ
則

チ
此
等
駅
伝
民
人
ヲ
シ
テ
大
ニ
覚
ル
所
ア
リ
将
来
ニ
其
生
計
ヲ
定
メ
シ
メ
ン
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ト
ス
ル
ニ
ハ
今
日
ヲ
以
テ
誠
ニ
適
当
ノ
時
期
ト
ナ
ス
今
夫
レ
鉄
道
線
路
海
岸

ニ
沿
ハ
ス
シ
テ
宿
駅
筋
ニ
由
ル
ヿ
ト
ナ
ラ
ン
乎
則
チ
駅
伝
民
人
ハ
此
ノ
機
会

ヲ
以
テ
鉄
道
工
事
ノ
為
メ
ニ
其
利
ヲ
受
ク
ル
ヿ
決
シ
テ
些
小
ニ
非
サ
ル
ヘ
シ

之
ヲ
聞
ク
神
奈
川
ヨ
リ
半
田
ニ
至
ル
ノ
線
路
里
程
ノ
予
算
凡
ソ
一
百
里
ナ
リ

ト
一
百
里
ニ
充
ツ
ル
ニ
一
千
万
円
ヲ
以
テ
ス
壹
里
平
均
十
万
円
ノ
工
費
ヲ
要

ス
ル
ヿ
ナ
ラ
ン
此
ノ
一
里
十
万
円
ノ
工
費
ハ
或
ハ
旅
店
車
夫
ノ
受
ク
ル
所
ト

ナ
リ
車
夫
小
民
ノ
臨
時
役
ニ
就
ク
者
ノ
受
ク
ル
所
ト
ナ
ル
而
シ
テ
之
ヲ
受
ク

ル
ニ
当
リ
宿
駅
筋
ニ
在
リ
テ
居
ナ
カ
ラ
之
ヲ
受
ク
ル
ト
数
里
ヲ
隔
テ
役
ニ
海

岸
ニ
就
イ
テ
之
ヲ
享
ク
ル
ト
ハ
其
ノ
利
害
ノ
判
ル
ゝ
所
亦
些
小
ナ
ラ
サ
ル
ヲ

知
ル
思
フ
ニ
今
日
ノ
好
機
会
ニ
当
リ
此
等
駅
伝
民
人
ヲ
シ
テ
職
ヲ
転
ス
ル
ノ

資
本
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヿ
ハ
誠
ニ
急
務
中
ノ
急
務
タ
リ
資
本
ヲ
得
タ
ル
ノ
後
ハ

職
業
ヲ
転
ス
ル
ノ
間
暇
ア
リ
富
裕
者
ハ
此
機
会
ヲ
利
用
シ
テ
大
ニ
此
等
民
人

ヲ
使
用
シ
テ
工
業
製
産
ノ
場
ヲ
開
ク
ヿ
ト
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
其
ノ
邦
家
経
済
ニ
益

ス
ル
所
ヤ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
加
之
某
等
ノ
見
ル
所
ヲ
以
テ
ス

レ
バ
駅
伝
民
人
仮
令
ヒ
其
職
ヲ
失
フ
ヿ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
シ
其
ノ
職

ヲ
失
フ
ノ
遅
速
ヲ
勘
考
ス
ル
ト
キ
ハ
宿
駅
筋
線
路
ハ
遅
緩
ニ
シ
テ
海
岸
筋
線

路
ハ
迅
速
ナ
ル
ノ
差
異
ア
ラ
ン
ト
ス
盖
シ
線
路
宿
駅
筋
ニ
由
ル
ト
キ
ハ
各
宿

駅
ノ
停
車
場
辺
ニ
ハ
物
産
ヲ
運
輸
ス
ル
者
往
キ
人
間
ノ
往
来
ス
ル
者
往
ク
ヲ

以
テ
旅
店
ニ
宿
ス
ル
者
ア
リ
車
夫
ヲ
役
ス
ル
者
ア
リ
一
駅
伝
ノ
民
人
尚
ホ
其

職
業
ヲ
保
ツ
者
ア
ラ
ン
ト
雖
モ
線
路
宿
駅
筋
ヲ
通
過
セ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
物
産

ノ
運
輸
漸
ク
止
ミ
人
間
ノ
往
来
漸
ク
減
シ
鉄
道
ノ
敷
設
ト
共
ニ
駅
伝
民
人
為

メ
ニ
一
朝
其
職
ヲ
失
フ
ニ
至
ラ
ン
ヿ
亦
疑
フ
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
依
是
観
之
一
種

ノ
論
者
ガ
鉄
道
線
路
宿
駅
筋
ニ
出
ツ
ル
ヲ
見
テ
為
メ
ニ
駅
伝
民
人
ノ
苦
源
ヲ

開
ク
ト
ナ
ス
モ
ノ
ハ
事
実
ニ
於
テ
大
ニ
違
フ
所
ア
ル
ヲ
発
見
シ
得
ヘ
キ
ナ
リ 

以
上
ノ
陳
述
ハ
某
等
カ
旧
街
道
宿
駅
筋
ヲ
認
メ
テ
適
当
ナ
ル
鉄
道
線
路
ト
ナ

ス
所
タ
リ
然
リ
而
シ
テ
鉄
道
線
路
ノ
決
定
タ
ル
啻
ニ
物
産
運
輸
民
人
往
来
ノ

利
便
ヲ
見
テ
之
ヲ
判
断
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
亦
以
テ
工
事
ノ
難
易
ニ
由
リ
テ

考
案
ヲ
尽
サ
ゞ
ル
可
ラ
サ
ル
事
ト
奉
存
候
若
夫
レ
宇
都
ノ
谷
ト
小
夜
中
山
ト

ハ
其
ノ
険
阻
ヲ
避
ク
ヘ
キ
ヿ
某
等
ノ
臆
測
ス
ル
如
ク
ナ
リ
ト
セ
ン
乎
其
ノ
沿

道
工
事
ノ
費
用
ヲ
計
算
シ
テ
果
シ
テ
南
海
岸
線
路
ニ
減
ス
ル
ヿ
幾
何
ナ
ル
ヘ
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キ
哉
若
夫
レ
宇
都
谷
ト
小
夜
中
山
ト
ハ
到
底
避
ケ
得
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト

セ
ン
乎
其
ノ
険
阻
ヲ
冒
シ
テ
進
ム
ノ
困
難
ト
困
難
ニ
伴
フ
ノ
贅
用
ト
ハ
果
シ

テ
幾
何
ナ
ル
ヘ
キ
哉
某
等
素
ト
工
事
ノ
実
測
ニ
暗
シ
予
メ
之
ヲ
確
言
シ
テ
閣

下
ニ
具
伸
ス
ル
ヿ
能
ハ
ス
斯
ヲ
以
テ
某
等
ノ
閣
下
ニ
請
フ
所
ハ
以
上
某
等
ノ

意
見
ヲ
聴
納
シ
採
リ
テ
以
テ
之
ヲ
其
筋
ニ
奏
達
シ
鉄
道
技
師
ヲ
派
遣
シ
テ
宿

駅
筋
ノ
実
測
ヲ
精
密
ニ
シ
兼
テ
又
内
務
大
蔵
農
商
務
省
ノ
吏
員
ヲ
派
遣
シ
テ

沿
道
地
方
物
産
民
人
ノ
景
状
ヲ
糺
シ
以
テ
仔
細
ニ
海
岸
筋
ト
ノ
便
否
ヲ
詳
報

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
冀
望
ス
ル
ニ
堪
エ
サ
ル
ナ
リ
窃
カ
ニ
案
ス
ル
ニ
我
カ
政
府

カ
曩
キ
ニ
中
山
道
鉄
道
ヲ
変
シ
テ
東
海
道
鉄
道
ト
ナ
サ
ル
ゝ
モ
ノ
ハ
鉄
道
局

ノ
工
事
駸
々
ト
シ
テ
大
ニ
進
ミ
今
ヤ
将
ニ
中
山
道
鉄
道
ノ
中
部
ニ
着
手
セ
ン

ト
ス
ル
ニ
先
チ
其
実
測
ヲ
■
リ
困
難
異
常
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
カ
為
メ
之
ヲ
東
海

道
ニ
移
サ
レ
タ
ル
ナ
リ
工
事
実
測
ノ
忽
セ
ニ
ス
可
ラ
サ
ル
ヤ
如
此
ク
其
レ
明

カ
ナ
リ
仄
ニ
聞
ク
我
政
府
線
路
ヲ
海
岸
ニ
敷
設
セ
ン
ト
シ
其
実
測
ヲ
遂
ケ
ラ

レ
タ
リ
ト
其
レ
然
ラ
ン
而
シ
テ
我
カ
宿
駅
筋
ニ
至
テ
ハ
未
タ
之
カ
実
測
ヲ
遂

ケ
ラ
レ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
宿
駅
筋
ノ
実
測
十
分
ニ
成
効
ヲ
告
ゲ
之
ヲ
南
海
岸
ニ

於
ケ
ル
ノ
実
測
ト
比
較
シ
テ
工
事
ノ
困
難
ナ
ル
誠
ニ
意
想
ノ
外
ニ
出
テ
且
ツ

内
務
大
蔵
農
商
務
ノ
諸
省
当
局
者
モ
亦
宿
駅
筋
鉄
道
ヲ
以
テ
此
ノ
意
想
ノ
外

ニ
出
ツ
ル
ノ
困
難
ヲ
償
フ
ニ
足
ラ
ズ
ト
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
於
テ
ハ
某
等
復
タ
殊
更

ニ
呶
々
仕
候
次
第
無
御
座
候
某
等
未
タ
鉄
道
技
師
ノ
宿
駅
筋
ニ
派
遣
セ
ラ
レ

タ
ル
ヲ
承
リ
不
申
況
ン
ヤ
彼
ノ
内
務
大
蔵
農
商
務
ノ
諸
当
局
吏
員
ニ
於
テ
ヲ

ヤ
是
レ
某
等
ノ
切
ニ
其
筋
ノ
実
測
ヲ
希
望
シ
テ
止
マ
サ
ル
所
以
ニ
御
座
候 

惟
ル
ニ
我
邦
開
国
ノ
期
運
方
サ
ニ
切
迫
シ
内
部
ニ
外
面
ニ
民
人
ノ
進
歩
ヲ
提

撕
ス
ル
ノ
事
是
レ
急
務
タ
リ
閣
下
今
県
知
事
ト
シ
テ
職
ニ
岳
南
牧
民
ノ
事
ニ

従
フ
誠
ニ
能
ク
某
等
ノ
意
見
ヲ
聴
納
シ
テ
奏
達
ヲ
計
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ニ
ハ
其

慶
ニ
頼
ル
者
豈
啻
某
等
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
哉
静
岡
県
三
州
ノ
民
生
挙
テ
閣
下
ノ
本

県
代
表
ノ
任
ヲ
全
フ
セ
ラ
ル
ゝ
ノ
令
徳
ヲ
感
戴
シ
テ
之
ヲ
我
カ
子
々
孫
々
ニ

伝
フ
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
是
レ
某
等
斧
銊
ノ
罪
ヲ
忘
レ
テ
閣
下
ニ
上
申
ス
ル
所
以

ニ
御
座
候
頓
首
再
拝 

各 

有 

志 

者 
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鷹
云 

明
治
廿
一
年
六
月
三
十
日
掛
川
停
車
場
ニ
付
承
諾
書
ニ
調
印
し
た
る
扣
書

あ
り 

    

大
井
河
の
疎
水
計
画
に
付
て
は
千
三
郎
君
夙
に
佐
野
城
東
磐
田
榛
原
四
郡

の
水
利
に
着
眼
せ
ら
れ
、
明
治
二
十
年
前
よ
り
巨
額
の
私
費
を
投
し
て
之
か

調
査
を
行
ひ
た
り
。
即
ち
榛
原
郡
神
尾
村
地
蔵
峠
の
北
に
於
て
、
大
井
河
の

水
を
分
派
し
て
隧
道
を
穿
ち
て
、
地
蔵
峠
の
南
に
出
し
、
大
井
西
岸
の
山
腹

に
沿
ひ
、
水
橋
を
架
し
て
大
代
川
を
渡
り
、
尚
山
腹
に
沿
ふ
て
志
戸
呂
村
菅

沢
に
至
り
、
夫
れ
よ
り
隧
道
を
穿
ち
て
菊
川
の
谷
に
通
し
、
此
処
に
て
二
方

に
分
水
し
、
一
條
は
深
谷
村
に
引
入
れ
、
城
東
郡
の
東
部
を
潅
漑
し
、
佐
倉

村
に
至
り
て
海
に
注
く
。
他
の
一
條
は
矢
坪
沢
を
経
て
隧
道
を
穿
ち
佐
野
郡

海
老
名
に
通
し
、
再
ひ
両
分
し
て
一
は
伊
達
方
村
に
出
し
、
千
羽
五
明
の
各

村
を
経
て
原
谷
川
に
注
か
し
め
、
一
は
西
方
に
通
し
、
鉄
道
を
越
え
て
城
東

郡
の
西
部
諸
村
を
潅
漑
し
沖
ノ
洲
に
至
り
て
海
に
入
る
へ
く
、
総
延
長
二
十

七
万
三
千
七
百
七
十
一
尺
余
、
工
費
概
算
四
十
万
円
の
厖
大
な
る
設
計
を
為

せ
り
。
斯
か
る
大
企
画
は
先
代
未
聞
の
大
計
画
に
し
て
、
君
の
素
志
貫
徹
せ

し
な
ら
ん
に
は
、
四
郡
民
永
久
の
福
祉
は
蓋
し
幾
何
な
り
し
歟
測
り
知
る
へ

か
ら
ず
。 

 

左
に
家
蔵
の
出
願
書
類
及
計
画
説
明
書
を
録
し
て
後
考
に
資
せ
ん
。 

（
※
朱
書
で
）
（
鷹
云 

説
明
書
を
本
項
に
附
す
へ
き
も
便
宜
別
冊
と
す
） 

 

庶
第
六
十
五
号 

客
年
十
二
月
疎
水
工
事
測
量
之
義
出
願
之
処
指
令
済
ニ
付
御
廻
送
及
候
條
御

承
知
之
上
留
リ
役
場
ヨ
リ
願
人
共
下
附
相
成
度
此
段
及
御
照
会
候
也 

佐
野
郡
掛
川
宿
外
四
ヶ
町
村 

 

明
治
二
十
一
年
一
月
廿
六
日 

 
 

戸 

長 

役 

場 

城
東
郡
猿
渡
村
外
四
ヶ
村
戸
長
役
場 

同
郡
池
新
田
村
外
五
ヶ
村
戸
長
役
場 
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佐
野
郡
南
西
郷
村
外
八
ヶ
村
戸
長
役
場 

御 

中 
疎
水
工
事
測
量
之
儀
に
付
願 

本
県
榛
原
郡
横
岡
新
田
ヨ
リ
大
井
川
流
水
ヲ
分
流
セ
シ
メ
之
ヲ
金
谷
駅
鉄
道

線
路
ニ
沿
ヒ
菊
川
ニ
合
流
シ
城
東
郡
ニ
潅
漑
セ
シ
ム
ル
為
メ
先
般
測
量
之
儀

出
願
候
処
御
聞
届
之
上
本
県
技
手
ヲ
以
テ
金
谷
駅
迠
ノ
分
測
量
済
ニ
相
成
候

処
尚
又
今
般
金
谷
以
西
及
城
東
郡
一
般
潅
漑
之
地
測
量
ノ
為
工
科
大
学
生
ヲ

聘
シ
着
手
仕
度
就
而
者
測
量
上
該
地
方
所
在
ノ
竹
木
等
障
礙
ヲ
為
ス
者
ハ
之

ヲ
伐
採
シ
或
ハ
除
去
致
シ
其
損
害
ハ
願
人
共
ニ
於
テ
弁
償
可
仕
候
間
此
段
御

許
可
被
成
下
度
御
聞
届
ノ
上
ハ
該
地
方
一
般
ヘ
右
之
趣
御
庁
ヨ
リ
御
達
被
置

度
処
此
段
併
テ
奉
願
候
也 

遠
江
国
佐
野
郡
南
西
郷
八
拾
七
番
地
平
民 

山
﨑
千
三
郎
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
﨑
徳
次
郎
印 

 
 

 
 

 

同
国
同
郡
掛
川
宿
五
百
七
拾
五
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本
義
一
郎
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
同
宿
百
四
拾
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
井
半
次
郞
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
上
張
村
四
拾
九
番
地
平
民
農 

河
井
重
蔵
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
城
東
郡
丹
野
村
三
拾
四
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
橋
四
郎
次
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
池
新
田
村
百
七
拾
八
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丸
尾
文
六 

静
岡
県
知
事
関
口
隆
吉
殿 

前
書
之
通
願
出
ニ
付
進
達
候
也 

城
東
郡
猿
渡
村
外
四
ヶ
村
戸
長 

 

外
岡
啓
治
郞
印 

同
郡
池
新
田
村
外
五
ヶ
村
戸
長 

 

縣 

一
郎
作
印 

佐
野
郡
南
西
郷
村
外
八
ヶ
村
戸
長 

山
内
鍵
太
郎
印 

佐
野
郡
掛
川
宿
外
四
ヶ
村
戸
長 

 

宮
重
銈
治
郎
印 
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庶
第
六
千
百
九
十
五
号 

申
出
之
趣
別
紙
之
通
達
置
候
条
此
旨
心
得
ヘ
シ 

 

但
静
岡
大
林
区
署
所
轄
林
内
ヲ
測
量
ノ
義
ハ
其
筋
ヘ
可
申
出
且
官
有
樹
竹

伐
採
ノ
義
ハ
相
成
ラ
ズ 

明
治
廿
年
十
二
月
廿
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡
県
知
事
関
口
隆
吉 

 

疎
水
測
量
ノ
為
メ
官
林
通
過
之
儀
ニ
付
願 

静
岡
県
遠
江
国
榛
原
郡
神
尾
村
字
地
蔵
峠
ヨ
リ
大
井
川
流
水
ヲ
分
流
シ
之
ヲ

城
東
郡
全
郡
潅
漑
ノ
工
事
測
量
之
儀
先
般
静
岡
県
庁
ヘ
願
出
別
紙
之
通
リ
御

指
令
相
成
既
ニ
着
手
仕
未
タ
其
疎
水
溝
渠
ノ
線
路
ハ
予
定
難
仕
候
ヘ
共
榛
原

郡
神
尾
村
字
道
上
外
一
字
及
同
郡
金
谷
宿
峰
村
ノ
両
官
林
ハ
該
測
量
ノ
線
路

ニ
相
当
シ
既
ニ
民
有
地
線
路
ニ
該
当
ス
ル
場
所
ハ
悉
皆
樹
竹
刈
除
候
処
前
顕

両
官
林
ノ
部
分
未
タ
経
過
ス
ル
能
ハ
ズ
甚
タ
差
支
候
ニ
付
該
線
路
ニ
相
当
リ

測
量
上
不
得
止
部
分
ノ
樹
竹
刈
除
之
儀
御
許
可
被
成
下
度
然
ル
上
ハ
相
当
ノ

損
害
金
預
人
ニ
於
テ
上
納
可
仕
本
件
ノ
事
業
タ
ル
公
益
上
ノ
儀
ニ
候
ヘ
バ
何

卒
特
別
之
御
詮
議
ヲ
以
テ
御
聞
届
被
成
下
度
別
紙
静
岡
県
庁
受
授
ノ
書
類
及

略
図
相
添
此
段
願
上
候
也 

遠
江
国
佐
野
郡
南
西
郷
村
八
十
七
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
﨑
千
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
﨑
徳
次
郎 

同
国
同
郡
掛
川
宿
五
百
七
拾
弐
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本
義
一
郎 

同
国
同
郡
同
宿
壱
百
四
拾
番
地
平
民 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
井
半
次
郞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
上
張
村
四
拾
九
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
井 

重
蔵 

同
国
城
東
郡
丹
野
村
三
拾
四
番
地
平
民 

三
橋
四
郎
次 
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同
国
同
郡
池
新
田
村
百
七
拾
八
番
地
平
民 

丸
尾 

文
六 

右
七
名
代 

同
国
佐
野
郡
掛
川
宿
八
百
二
十
五
番
地
士
族 

 
 

 
 

 
 

明
治
二
十
一
年
三
月
廿
一
日 

 
 

中
西 

豪
興 

印 

静
岡
大
林
区
署
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林
務
官
桑
石
茂
三
郎
殿 

 

遠
江
国
榛
原
郡
神
尾
村
字
道
上
道
下
官
林 

 

（
図 

省
略
） 

 

遠
江
国
榛
原
郡
金
谷
宿
字
峰
村
官
林 

 

（
図 

省
略
） 

 

達
第
六
五
号 

願
之
趣
官
林
ニ
入
リ
及
ヒ
測
量
上
不
得
止
柴
草
刈
除
之
義
ハ
許
可
候
条
刈
除

之
都
度
志
太
郡
島
田
宿
当
庁
派
出
所
ノ
審
査
ヲ
受
ケ
其
相
当
代
価
ヲ
以
テ
払

下
ヲ
出
願
ス
ヘ
シ
若
シ
払
下
之
出
願
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
入
林
ヲ
停
止
シ
且

ツ
当
署
ニ
於
テ
指
定
ス
ル
所
之
代
価
ヲ
追
徴
候
条
此
旨
心
得
ヘ
シ 

 

但
樹
竹
伐
採
之
義
ハ
預
メ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
バ
相
成
ラ
ズ 

 

且
官
林
ニ
対
シ
不
都
合
ノ
所
為
ア
ル
ト
キ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
入
林
ヲ
停
止
セ

ラ
レ
若
シ
カ
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
若
シ
官
林
ニ
損
害
ノ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
署

之
指
定
ス
ル
所
之
数
ニ
従
ヒ
其
損
害
ヲ
賠
償
ス
ヘ
キ
旨
受
書
ヲ
差
出
ス
ヘ

シ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静
岡
大
林
区
署
長 

明
治
二
十
一
年
三
月
廿
二
日 

 
 

林
務
官
桑
石
茂
三
郎 

 

己
第
三
九
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

遠
江
国
南
西
郷
村
山
﨑
千
三
郎
外
六
名
代
人 

同
国
佐
野
郡
掛
川
宿 

中
西 

豪
興 

遠
江
国
榛
原
郡
神
尾
村
字
道
上
外
一
字
二
等
官
林 
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反
別
一
町
六
反
五
畝
歩
之
内 

一
下
柴
弐
百
拾
弐
束 

 

但
壹
束
ハ
三
尺
縄
〆 

 
 

 
 

此
代
金
貳
円
拾
弐
銭
也 

右
払
下
候
条
別
紙
告
知
書
之
通
リ
代
金
納
入
之
後
現
品
受
領
方
志
太
郡
島
田

宿
当
庁
派
出
所
ヘ
可
申
出
事 

 

但
引
渡
ノ
日
ヨ
リ
七
日
間
ヲ
以
テ
伐
採
搬
移
ヲ
終
了
ス
ヘ
シ
此
期
限
後
ハ

残
品
ア
ル
モ
其
所
有
権
ヲ
抛
棄
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
倣
シ
官
収
ス 

静
岡
大
林
区
署
長 

 
 

 

明
治
二
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 

林
務
官
桑
石
茂
三
郎 

 

疎
水
測
量
ノ
為
メ
官
林
通
過
之
儀
ニ
付
願 

疎
水
工
事
測
量
上
官
林
通
過
之
儀
ニ
付
三
月
廿
一
日
付
ヲ
以
テ
出
願
仕
翌
廿

二
日
榛
原
郡
神
尾
村
及
同
郡
金
谷
宿
両
官
林
之
儀
ハ
御
聞
届
ニ
相
成
候
処
尚

城
東
郡
全
郡
潅
漑
之
地
測
量
致
度
其
測
量
線
路
ハ
未
タ
何
レ
ノ
場
所
タ
ル
ハ

預
定
難
致
候
得
共
一
般
潅
漑
地
之
儀
ニ
候
ヘ
バ
必
ス
官
林
通
過
之
場
所
可
有

之
ニ
付
自
然
線
路
該
当
ノ
官
林
ニ
差
掛
リ
候
節
ハ
測
量
上
障
害
ヲ
為
ス
柴
草

伐
採
之
儀
横
須
賀
御
派
出
所
ヘ
出
願
仕
度
候
ヘ
ハ
預
メ
御
達
被
置
度
此
段
奉

願
候
也 

 
 

 
 

 
 

遠
江
国
佐
野
郡
南
西
郷
村
八
十
七
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
﨑
千
三
郎 

印 

山
﨑
徳
次
郎 

印 

 
 

 
 

 
 

 

同
国
同
郡
掛
川
宿
五
百
七
拾
五
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本
義
一
郎 

印 

 
 

 
 

 
 

 

同
国
同
郡
同
宿
四
拾
番
地
平
民 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
井
半
次
郞 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
上
張
村
四
拾
九
番
地
平
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
井 

重
蔵 

印 

 
 

 
 

 
 

同
国
城
東
郡
丹
野
村
三
拾
四
番
地
平
民 

三
橋
四
郎
次 

印 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
池
新
田
村
七
拾
八
番
地
平
民 
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丸
尾 

文
六 

印 

 
 

 
 

 
 

右
七
名
代 

 
 

 
 

 
 

同
国
佐
野
郡
掛
川
宿
八
百
二
拾
五
番
地
士
族 

 
 

 
 

 
 

明
治
廿
一
年
三
月
廿
一
日 

 
 

 
 

中
西 

豪
興 

 

 
 

 

静
岡
大
林
区
署
長
桑
石
茂
三
郎
殿 

 

達
第
八
壹
号 

願
之
趣
都
合
有
之
候
条
観
測
之
為
メ
通
路
ニ
当
ル
官
林
三
ヶ
所
ヲ
指
定
シ
委

任
状
ヲ
添
付
シ
戸
長
奥
書
之
上
更
ニ
出
願
ス
ヘ
シ 

明
治
廿
一
年
四
月
廿
七
日 

 
 

 

静
岡
大
林
区
署
長 

 
 

明
治
廿
一
年
四
月
廿
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

林
務
官
桑
名
茂
三
郎
殿 

 

疎
水
工
事
測
量
之
儀
ニ
付
追
願 

先
般
大
井
川
流
水
ヲ
以
テ
城
東
郡
潅
漑
之
為
メ
測
量
之
儀
出
願
御
聞
届
相
成

爾
来
着
手
罷
在
候
処
尚
之
ヲ
佐
野
郡
へ
分
流
潅
漑
之
為
メ
測
量
仕
度
就
而
者

測
量
上
該
地
方
所
在
之
竹
木
等
障
礙
ヲ
為
ス
者
ハ
之
ヲ
伐
採
シ
或
ハ
除
去
致

シ
其
損
害
ハ
願
人
共
ニ
於
テ
弁
償
可
仕
候
間
此
段
御
許
可
被
成
下
御
聞
届
ノ

上
ハ
該
地
方
一
般
（
大
和
田
村
原
里
村
両
戸

長

役

場

部

内

ヲ

除

キ

）
右
之
赴
御
達
被
置
度
此
段
併
テ

奉
願
候
也 

遠
江
国
佐
野
郡
南
西
郷
村 

 
 

明
治
廿
一
年
七
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

山
﨑
千
三
郎 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

山
﨑
徳
次
郎 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
掛
川
宿 

 
 

 
 

松
本
義
一
郎 

印 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
井
半
次
郞 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
国
同
郡
上
張
村 

 
 

 
 

河
井 

重
蔵 

印 

静
岡
県
知
事
関
口
隆
吉
殿 
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庶
第
三
五
二
七
号 

願
之
趣
別
紙
写
之
通
リ
相
達
候
條
此
旨
心
得
ヘ
シ 

 

但
静
岡
大
林
区
署
所
管
官
林
内
ノ
測
量
之
儀
ハ
所
管
官
庁
ニ
出
願
ス
ヘ
ク

且
民
有
ニ
係
ル
樹
竹
其
他
障
碍
物
ハ
所
有
者
ノ
承
諾
ヲ
得
ヘ
ク
其
官
有
ニ

係
ル
モ
ノ
ハ
取
調
願
出
ヘ
シ 

明
治
廿
一
年
八
月
十
六
日 

 
 

 
 

 

静
岡
県
知
事 
関
口
隆
吉 

 

（
別
紙
写
） 

庶
第
一
二
六
三
号 佐

野
郡
（
大
和
田
村
外
六
ヶ
村
戸
長
役
場

及
原
里
村
外
五
ヶ
所
戸
長
役
場

）
ヲ
除
戸
長 

佐
野
郡
潅
漑
地
測
量
之
儀
同
郡
南
西
郷
村
山
﨑
千
三
郎
外
四
名
ヨ
リ
出
願
候

条
同
人
等
ヨ
リ
協
議
有
之
節
ハ
便
宜
ヲ
与
へ
候
様
各
地
主
ヘ
示
論
ス
ヘ
シ 

 

但
樹
竹
其
他
障
害
物
取
除
候
義
等
有
之
節
者
本
文
同
様
取
計
フ
ヘ
シ 

 

明
治
廿
一
年
八
月
十
六
日 

静
岡
県
知
事 

関
口
隆
吉 

 

疎
水
測
量
成
績
報
告
来
会
記
事 

一
、
明
治
廿
二
年
一
月
十
日
掛
川
農
学
社
及
吸
月
楼
ニ
於
テ
担
当
技
師
大
学

院
工
学
士
小
山
友
直
氏
測
量
成
績
ノ
報
告
ヲ
為
ス
臨
席
人
姓
名
左
之
如
シ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
﨑
千
三
郎 

以
下
佐
野
城
東
郡
知
名
ノ
士
集
マ
ル
者
六
十
八
人
（
氏
名
略
） 

鷹
云 

明
治
廿
一
年
七
月
二
日
中
西
豪
興
氏
ヘ
疎
水
測
量
費
を
渡
し
た

る
■
■
ア
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
次
に
説
明
書
ヲ
綴
ル
ヘ
キ
モ
便
宜
別
綴
と
す 

 

千
三
郎
君
が
家
督
を
相
続
す
る
や
痛
切
に
眼
に
映
し
胸
を
軣
か
し
た
る
問

題
は
数
百
年
来
因
循
掛
川
の
発
展
せ
さ
る
一
事
な
り
。
其
の
原
因
は
幾
多
の
誘

因
近
因
あ
る
こ
と
勿
論
な
る
も
、
就
中
第
一
は
用
水
か
日
々
の
飲
料
水
を
始
め
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田
畑
潅
漑
用
水
に
至
る
迠
常
に
不
自
由
を
感
す
る
に
不
拘
一
朝
暴
雨
洪
水
あ

ら
ん
か
勿
ち
水
魔
は
全
町
民
人
の
住
宅
に
浸
入
し
、
毎
年
一
二
回
は
必
す
此
の

害
に
襲
は
る
ゝ
を
常
と
せ
り
。
夫
れ
か
為
め
他
郷
よ
り
来
て
掛
川
に
定
住
を
望

む
者
尠
し
。
之
を
改
良
匡
救
せ
す
む
は
永
久
に
当
地
の
発
展
を
望
む
能
は
さ
る

な
り
。
第
二
は
交
通
機
関
の
不
完
全
な
る
事
是
な
り
。
而
か
も
既
往
封
建
の
時

代
に
於
て
は
、
西
国
の
大
小
名
年
一
回
参
覲
交
替
の
為
に
道
を
東
海
道
に
採
る

者
は
必
す
掛
川
に
宿
し
て
当
地
の
殷
賑
を
助
け
た
り
し
も
、
維
新
後
此
の
事
絶

え
し
は
勿
論
、
多
年
掛
川
に
在
城
せ
ら
れ
し
太
田
候
も
明
治
元
年
上
総
に
移
封
、 

藩
士
は
悉
く
城
主
に
随
ひ
て
新
任
地
に
転
住
し
た
れ
は
当
地
は
恰
か
も
暗
夜

の
燈
火
滅
し
た
る
か
如
し
。
搗
て
ゝ
加
へ
て
掛
川
の
地
は
四
通
八
達
の
道
路
な

く
し
て
、
僅
に
二
三
里
を
隔
つ
る
近
傍
森
町
或
は
横
須
賀
相
良
川
崎
御
前
崎
等

と
雖
も
荷
車
の
往
復
さ
へ
も
容
易
な
ら
す
。
地
方
の
旅
客
産
物
等
運
輸
の
途
な

し
。
如
何
ぞ
郷
土
の
発
展
を
望
む
こ
と
を
得
ん
や
。
若
し
之
を
救
済
し
得
へ
く

ん
ば
巨
万
の
貲
何
ぞ
惜
し
む
に
足
ら
ん
や
と
。
先
づ
大
井
河
疎
水
の
計
画
設
計

を
為
し
、
次
に
掛
川
森
往
還
の
改
良
道
路
新
設
を
企
図
し
、
路
線
敷
地
を
購
入

し
て
逐
次
改
良
工
事
に
着
手
し
漸
次
掛
川
平
田
に
及
ひ
、
進
ん
て
之
を
御
前
崎

に
延
長
せ
ん
と
す
る
の
策
を
樹
立
し
、
第
一
次
事
業
と
し
て
掛
川
森
間
の
測
量

設
計
を
整
へ
、
明
治
廿
三
年
三
月
着
手
、
同
二
十
五
年
十
二
月
を
以
て
大
体
の

工
事
完
成
を
告
く
る
に
至
れ
り
。
此
の
間
の
苦
心
盖
し
幾
何
な
り
し
こ
と
ぞ
。 

越
え
て
明
治
廿
八
年
に
至
り
前
記
の
道
路
を
利
用
し
て
掛
川
鉄
道
会
社
を
創

立
し
、
日
に
月
に
往
来
頻
繁
を
加
ふ
る
交
通
に
大
な
る
利
便
を
与
へ
ん
と
し
、

先
つ
株
主
を
募
り
て
株
式
組
織
と
な
し
、
総
額
五
拾
万
円
を
投
し
て
軽
便
鉄
道

を
敷
設
し
大
に
地
方
文
化
に
貢
献
せ
ん
と
し
た
り
し
も
、
偶
ま
遠
参
鉄
道
な
る

競
争
線
現
は
れ
遂
に
其
の
筋
の
認
可
を
得
る
に
至
ら
す
し
て
中
途
廃
絶
の
止

む
な
き
に
至
り
し
こ
そ
痛
歎
の
極
み
な
り
き
。
往
年
の
東
海
道
本
線
の
既
定
方

針
変
更
陳
情
を
始
め
、
大
井
河
疎
水
工
事
の
計
画
と
云
ひ
今
復
た
掛
森
改
良
道

路
并
軽
便
鉄
道
計
画
何
れ
も
千
三
郎
君
か
私
財
を
惜
ま
す
一
意
公
益
の
為
に

奔
走
尽
力
し
、
而
か
も
強
硬
の
熱
意
と
卓
越
せ
る
慧
眼
と
は
、
常
に
大
衆
の
尖

端
を
走
り
て
地
方
民
を
驚
か
し
た
る
事
一
再
な
ら
ず
。
二
俣
鉄
道
か
爾
来
四
十

余
年
を
経
て
昭
和
に
至
り
て
湖
北
線
の
開
通
を
見
た
る
か
如
き
も
、
其
の
胚
胎
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す
る
所
全
く
此
の
辺
に
基
つ
く
を
思
へ
は
、
其
の
慧
眼
な
り
し
こ
と
も
亦
抜
群

な
り
と
云
ふ
べ
し
。 

 

斯
く
て
掛
川
森
間
道
路
は
明
治
三
十
三
年
度
に
至
り
該
道
路
の
一
部
九
百

間
の
間
を
信
州
街
道
改
良
路
線
と
し
て
買
上
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
、
残
部

は
依
然
山
﨑
家
の
私
有
道
路
の
如
く
に
据
置
か
れ
、
剰
さ
へ
事
実
は
公
用
に

供
し
な
か
ら
、
地
目
は
失
張
り
田
畑
と
し
て
公
課
を
負
担
せ
る
に
依
り
、
明

治
三
十
四
年
五
月
十
六
日
道
路
認
定
の
出
願
を
な
し
た
り
し
か
、
其
筋
に
て

は
同
年
六
月
八
日
掛
川
町
を
し
て
左
の
通
り
詮
議
相
成
難
き
旨
を
以
て
願
書

を
却
下
せ
ら
れ
た
り 

 

土
第
三
〇
号 

掛
川
森
間
道
路
ノ
件
ニ
付
別
冊
願
書
提
出
之
処
右
ハ
私
設
道
路
ヲ
公
道
ト
為

ス
ニ
付
テ
ハ
夫
々
土
木
施
行
規
則
ノ
制
裁
モ
有
之
ニ
付
詮
議
相
成
難
ク
又
本

件
ハ
改
良
工
事
ニ
際
シ
既
成
道
路
ノ
買
収
及
潰
地
補
償
金
等
ニ
自
然
関
係
ヲ

及
ホ
ス
義
ニ
付
此
辺
了
得
示
諭
ス
ヘ
キ
旨
其
筋
ヨ
リ
申
越
候
条
別
冊
返
付
此

段
申
進
候
也 

明
治
三
十
四
年
六
月
八
日 

掛
川
町
長
代
理
助
役
服
部
徳
八 

山
﨑
淳
一
郎
殿 

外
二
名 

 

爾
来
年
を
閲
す
る
こ
と
数
年
、
明
治
四
十
二
年
六
月
三
十
日
ニ
至
リ
道
路

開
鑿
の
功
労
に
対
し
、
小
笠
郡
掛
川
町
外
三
ヶ
村
周
智
郡
飯
田
村
組
合
管
理

小
笠
郡
長
本
田
龍
助
よ
り
謝
状
を
贈
ら
れ
、
続
て
明
治
四
十
五
年
四
月
十
八

日
賞
勲
局
よ
り
金
盃
壹
個
を
下
賜
せ
ら
れ
た
り
（
栄
誉
の
章
参
照
） 

 

（
※
朱
書
）
道
路
関
係
書
を
此
の
次
に
綴
る
へ
き
も
便
宜
別
綴
と
す
。 

  

明
治
二
十
六
年
四
月
中
千
三
郎
君
は
一
意
掛
川
町
発
展
の
為
に
掛
川
南
郷

両
町
村
合
併
を
提
唱
せ
し
が
、
当
時
民
心
猶
未
た
之
に
伴
は
す
、
折
衝
数
十

回
の
後
遂
に
分
離
合
併
二
派
の
軋
轢
と
な
り
、
同
年
十
二
月
に
至
り
南
郷
村
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中
下
俣
南
西
郷
結
縁
寺
の
地
籍
を
割
い
て
掛
川
町
に
編
入
せ
ら
れ
、
南
郷
村

は
上
張
杉
谷
の
二
大
字
と
而
己
を
以
て
村
名
を
存
続
し
掛
川
町
と
組
合
の
自

治
体
と
な
す
。 

   

千
三
郎
君
の
公
職
に
付
て
は
明
治
初
年
早
く
既
に
第
二
十
区
戸
長
を
申
付

け
ら
れ
、
明
治
六
年
二
月
二
十
四
日
浜
松
県
よ
り
学
区
取
締
兼
務
を
、
尚
同

年
四
月
十
七
日
同
県
よ
り
第
三
大
区
一
小
区
南
西
郷
村
戸
長
を
申
付
け
ら
れ

し
も
、
明
治
六
年
六
月
十
三
日
学
区
取
締
差
免
を
出
願
す
。 

明
治
十
二
年
三
月
三
十
一
日
静
岡
県
よ
り
、
佐
野
郡
南
西
郷
村
亀
甲
村
戸
長

を
申
付
ら
れ
幾
は
く
も
な
く
辞
す
。 

明
治
廿
七
年
五
月
掛
川
町
南
郷
村
組
合
町
村
長
に
当
選
し
た
り
し
も
明
治
二

十
八
年
二
月
家
事
の
都
合
を
以
て
職
を
辞
す
。 

其
の
外
所
得
税
調
査
委
員
を
始
め
各
種
の
委
員
議
員
等
に
挙
け
ら
れ
し
こ
と

一
再
な
ら
さ
り
し
か
、
元
来
同
君
は
斯
か
る
名
誉
的
地
位
に
恋
々
た
る
を
悦

は
ず
、
一
意
公
衆
の
利
便
国
利
民
福
を
祈
る
を
以
て
念
と
せ
し
か
故
に
、
一

度
は
其
の
撰
を
受
諾
す
る
も
遂
に
永
か
ら
す
し
て
之
を
辞
す
。 

   

明
治
二
十
九
年
五
月
廿
三
日
千
三
郎
君
不
図
病
を
得
就
床
、
町
内
三
到
堂

鈴
木
康
平
氏
の
診
察
治
療
を
受
け
、
一
進
一
退
四
十
余
日
な
り
し
も
、
薬
石

効
な
く
復
た
起
つ
能
は
す
。
遂
に
七
月
四
日
午
後
四
時
三
十
分
溘
焉
と
し
て

逝
く
。
享
年
四
十
有
二
歳
。
此
の
仁
を
し
て
常
人
の
寿
を
保
た
し
め
は
、
必

す
や
天
下
国
家
民
人
を
利
す
る
こ
と
鮮
少
な
ら
さ
る
へ
き
に
、
寔
に
惜
し
む

へ
き
な
り
と
郷
党
痛
惜
せ
さ
る
者
な
か
り
き
。
即
ち
謙
山
有
光
居
士
と
諡
し

徳
雲
寺
内
先
塋
の
域
に
葬
る
。
千
三
郎
君
磐
田
郡
龍
山
村
瀬
尻
天
野
氏
を
娶

り
五
男
三
女
を
挙
く
。
長
子
淳
一
郎
君
家
を
継
く
。 

  

妻
し
ん
子
は
慶
応
元
年
六
月
二
日
磐
田
郡
龍
山
村
瀬
尻
天
野
倭
三
郎
二
女
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と
し
て
生
れ
、
明
治
十
四
年
八
月
千
三
郎
君
に
嫁
き
、
貞
淑
能
く
舅
姑
に
仕
へ

て
内
助
の
功
顕
著
な
る
も
の
あ
り
。
明
治
三
十
四
年
二
月
日
本
赤
十
字
社
々
員

増
募
の
期
に
当
り
、
率
先
婦
人
社
員
と
し
て
同
社
に
入
社
し
、
家
庭
に
在
り
て

は
専
ら
子
女
教
養
に
専
念
せ
し
か
、
是
よ
り
先
明
治
二
十
九
年
七
月
不
図
夫
君

長
逝
の
不
幸
に
遭
ひ
、
罔
極
の
悲
嘆
止
め
難
き
中
に
焦
心
戮
力
子
女
の
教
養
、 

婢
僕
の
指
揮
に
至
る
迠
懇
切
周
到
以
て
家
庭
を
支
へ
、
大
正
四
年
隣
村
西
南
郷

村
に
於
て
歓
老
会
を
組
織
せ
し
時
の
如
き
進
ん
て
名
誉
会
員
と
な
り
、
嘗
て
総

会
に
出
席
し
て
高
齢
者
の
歓
待
に
当
り
し
か
如
き
奇
特
の
行
為
鮮
か
ら
ず
。 

由
来
西
南
郷
村
に
は
多
数
の
小
作
地
を
有
せ
し
か
は
、
高
齢
者
中
に
は
地
子
も

数
多
あ
り
。
地
親
の
奥
儀
の
顔
を
知
る
者
な
し
。
然
る
に
当
日
臨
席
し
て
直
接

に
高
齢
者
を
労
は
り
慰
安
の
言
葉
を
聴
く
を
得
て
感
激
し
感
涙
を
催
す
者
な

と
あ
り
。
列
席
の
村
内
名
誉
職
の
人
々
満
足
せ
さ
る
者
な
か
り
き
。
斯
の
如
く

婦
女
の
亀
鑑
た
り
し
に
偶
ま
病
を
得
昭
和
二
年
四
月
十
一
日
遂
に
歿
す
。
履
道

有
明
大
姉
と
諡
し
徳
雲
寺
内
夫
君
の
傍
に
葬
る
。
嗚
呼
。 

（

続
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